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別紙 

 

   温室効果ガス削減実施状況報告書 

 

 

1 事業の概要 

 

(1) 事業所の名称 株式会社 ツネイシカムテックス 福山工場 

 

(2) 事業所の所在地 広島県福山市箕沖町107－5 

 

(3) 業種  産業廃棄物処分業 

 

 

 

 

2 計画の期間 

 

平成18年を基準として、平成19年から令和4年までの15年間とする。 
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3 温室効果ガスの総排出量に関する数量的な目標の達成状況 

  《排出量を削減目標とする場合》 

                                   単位：排出量(t-CO2），削減率(%） 

温室効果ガス  
の種類 

基準年度実

排出量(a) 

目標年度 

上段：見込量(b) 
下段：削減率(c) 

計画期間の実績 
(上段：実排出量(d)，下段：削減量の対基準年度比(e)) 

平成18年度 令和4年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

エネルギー 

起源CO2 
22,000 

13,500 9,000 9,761 11,500 10,224 7,027 

      

非エネルギー 

起源CO2 
190,000 

180,000 174,000 193,000 202,800 190,600 200,400 

      

メタン  
      

      

一酸化二窒素 6,130 
6,750 6,060 6,360 6,370 6,420 6,090 

      

フロン類  
      

      

温室効果ガス 

実排出量総計 
218,130 

200,250 189,060 209,121 220,670 207,244 213,517 

      

温室効果ガス 

みなし排出量 
 

      

      

実績に対する 

自己評価 

非エネルギー起源での処理量が増えたことで排出量が増えてしまった。しかし、逆潮が開
始して受電量が前年に比べ3,593MWh減少したため、実排出総計は基準年の目標達成
する結果となった。 

※ 削減率(c)＝((b)- (a))/(a)×100  削減量の対基準年度比(e)=((a)-(d))/(a)×100 

 

 《原単位を削減目標とする場合》 

  原単位算定に用いた指標：生産量(千円)  

温室効果ガス  
の種類 

基準年度の

実績(a) 

目標年度 

上段：目標(b) 
下段：削減率(c) 

計画期間の実績 
(上段：原単位実績(d)，下段：削減量の対基準年度比(e)) 

平成18年度 令和4年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 

エネルギー 

起源CO2 
0.0071 

0.0030 0.0022 0.0020 0.0023 0.0019 0.0012 

57.7 69.0 71.8 67.6 73.8 82.6 

非エネルギー 

起源CO2 
0.0612 

0.040 0.042 0.040 0.041 0.0347 0.0352 

34.6 31.4 34.6 33.0 43.4 42.4 

メタン  
      

      

一酸化二窒素 0.0019 
0.0015 0.0015 0.0013 0.0013 0.0012 0.0011 

21.1 21.1 31.6 31.6 38.6 43.6 

フロン類  
      

      

温室効果ガス 

総排出量 
0.0702 

0.0445 0.0460 0.0430 0.0444 0.0377 0.0375 

36.6 34.5 38.7 36.8 46.3 46.5 

エネルギー消費

原単位（原油換

算kl） 

8,440 

2,805 3,286 3,635 4,416 4,054 2,806 

      

実績に対する 

自己評価 
 

ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO₂が前年度比37%減、非ｴﾈﾙｷﾞｰ起源CO2が前年
度比1.4%増、N₂Oが前年度比8%減。総排出量では前年度比15%

減となり、前年度から削減且つ目標率も達成し、良好であった。逆
潮が開始して受電量が前年に比べ3,593MWh減少したことが本結
果に寄与している。 

※ 削減率(c)＝((b)- (a))/(a)×100  削減量の対基準年度比(e)=((a)-(d))/(a)×100 
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4 温室効果ガスの排出の抑制に係る具体的な取組の実施状況 

 

〇 温室効果ガスの排出抑制に向けた取組み 

  項 目 削減量等 具体的な取組み 

1 電気の使用量の削減 購入電力を2%削減 逆潮流工事による売電開始、発電量UP 

2 電気の使用量の削減 電気の使用量を1%削減 コンプレッサーの更新 

3    

4    

 

〇 温室効果ガスみなし排出量の抑制に関する取組み(環境価値の活用等) 

 種 類 合計量 

1   

2   

3   

 

〇 その他の取組み 

  項 目 数値目標 具体的な取組み 

 廃棄物排出量の削減 
コピー用紙使用量を5パーセント
削減 

コピー用紙裏面利用及び書類のPDF化 

    

    

※ 環境に配慮した実践的な取組みなどをされていれば記入してください。 

 

 


